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開浮j戦争中， 京都は厳戒体制に罵かれて いた。 明治天皇は西郷降盛 らが寵児島を進発す る以

























そのような史料的状況のなかで，京都大学法学部図書室の小早) 1 1文庫に含まれる F西南暴動
引続書』は，きわめて珍しい史料といえる。ただし，この書類が依存した経緯や故小早川欣吾
教授が入手した際の事情は不明である。また，簿冊の表書きには「上京第三方面分署Jとある









(青木書店， 1980年) は， 兵庫県篠山警察署福住分署の記録を も と に民権運動に対す る 警察の
対応を詳掘に分析しているが，扱われる地域の範囲は眼定されるO一方，史料集の方では，大
分県在住の藤丸正見氏が保存し，近年になって活字化された『明治十年騒謹一件J (青潮社，
1998年) は， 県の一部が臨南戦争の戦場 と な っ た大分県の警察本部が作成 した往復秘密文書で，
戦地に隣接した大分県警の対応を具体的に伝えている。
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強かったといえよう。実際， r西南暴動引続書J に は， 天橋義塾の嫌疑は と も か く ， 宮津 ・
岡・出石の士族は全体的に平穏と客観的に判断した報告も含まれている。





















































































色々と小大の事を報告せよJと命じられて東京に残留し， r翠寛秘密謀{貞をやっ た 」 と い う 。
そして，大東義徹・大屋祐義や佐宜県士族今泉手IJ春，旧幕臣の佐久間長敬ら，政変の際に一緒
に辞職した司法省の同僚たちとともに，訴訟代言の会社を起こしたo r西南暴動引継書j に あ
る有馬の口供書では，会社名を“東京法律研究社"と称しているが， r維新史の片鱗J に よ れ
ば有馬は“静関投"の看板を掲げ， I静間社と征韓論， そ こ に は何者か Y通っ て店 ら ね は、 な ら
ぬ，私は以後，東京，大坂，鹿児島の間をあちこちして，時の歪IJるを待って居た」と回顧して
いる。
















































































































'明治 9年 (1876) 5 月 に有馬が大東 ・ 大海原を引率 し て鹿児島に入 っ た 目的 は . r維新史の






















































































き fこ L 、。
①空宇:松仙太郎の不穏文書




























の口供書が収められているが， r西南暴動': 1続書』 に は彼に関す る書類は含 ま れな い 。 参
考のために概略を述べておくと，菊沢は津出身の元陸軍少尉で，鹿児島の騒動を龍いて明
治10年 3月に大阪まで出て形勢を見聞したが，西郷挙兵の原菌は政府が刺客を送ったこと
によると聞いて慨嘆し，座模するに堪えないとの感情を抱いていた。さらに， 6 月 に高知
県土族片岡健吉が政府に提出した立志社建白書の写しを一見し，しかもそれが門前払いの
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